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1 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

令和２年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金（社会福祉推進事業分）
「介護福祉士養成施設の教員の教育力向上に関する調査研究事業」

介護福祉士養成課程の教員の教育力向上に向けたモデル研修

分野Ⅰ 新カリキュラムに関すること

公開期間︓令和３年３月３⽇〜１２⽇

荏原 順子 ／ 目白大学

主な対象︓新任、非常勤

科目1 求められる介護福祉士像と新カリキュラム

3 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

本科目の流れ

（１）
介護福祉士教育の目標と「求められる介護福祉
士像」

３０分

（２）

カリキュラムの中に展開されている観点：
チームマネジメント能力を養うための教育内容、
対象者の生活を地域で支えるための実践力の向
上等

（３）
介護福祉士の養成カリキュラムの領域：
３領域「人間と社会」「介護」「こころとからだのしく
み」と医療的ケア

３０分

5 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会 公益法人社会福祉振興・試験センターホームページより

2 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

本科目の目的
（求められる介護福祉士像と新カリキュラム）

介護福祉士教育の全体像を理解する。

介護福祉士の教育の指針となる「求められ

る介護福祉士像」の内容を理解する。

それに基づきカリキュラムの中に展開されて

いる内容を理解する（３領域と医療的ケア）。

以上により、介護福祉士養成教育の全体像を

把握することができる。

4 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士の養成には３ルートある
実務経験ルート 養成施設ルート 福祉系高校ルート

6 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会
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7 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

9 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

求められる介護福祉士像は介護福祉教育の指針

求められる介護福祉士像

1．尊厳と自立を支えるケアを実践する

2．専門職として自律的に介護過程の展開ができる

3．身体的な支援だけでなく、心理的・社会的支援も展開できる

4．介護ニーズの複雑化・多様化・高度化に対応し、本人や家族等のエンパワメントを重視
した支援ができる

5．ＱＯＬ（生活の質）の維持・向上の視点を持って、介護予防からリハビリテーション、看取
りまで、対象者の状態の変化に対応できる

6．地域の中で、施設・在宅に関わらず、本人が望む生活を支えることができる

7．関連領域の基本的なことを理解し、多職種協働によるチームケアを実践する

8．本人や家族、チームに対するコミュニケーションや、的確な記録・記述ができる

9．制度を理解しつつ、地域や社会のニーズに対応できる

10．介護職の中で中核的な役割を担う

＋
高い倫理性の保持

養成校ごとの独自性

11 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

カリキュラムの中に展開されている
五つの観点

①チームマネジメント能力を養うための教育内容

②対象者の生活を地域で支えるための実践力の

向上

③介護過程の実践力の向上

④認知症ケアの実践力の向上

⑤介護と医療の連携を踏まえた実践力の向上

8 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

10 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

本科目の流れ

（１）
介護福祉士教育の目標と「求められる介護福祉
士像」

（２）

カリキュラムの中に展開されている観点：
チームマネジメント能力を養うための教育内容、
対象者の生活を地域で支えるための実践力の向
上等

（３）
介護福祉士の養成カリキュラムの領域：
３領域「人間と社会」「介護」「こころとからだのしく
み」と医療的ケア

12 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

①チームマネジメント能力を養うための教育内容
• 介護職のグループの中での中核的な役割やリーダーの下で専門職としての
役割を発揮することが求められている。➡リーダーシップやフォロワーシッ
プを含めた、チームマネジメントに関する教育内容の拡充を図る。

②対象者の生活を地域で支えるための実践力の
向上
• 対象者の生活を地域で支えるために、多様なサービスに対応する力が求め
られている➡各領域の特性に合わせて地域に関連する教育内容の充実を
図る。

③介護過程の実践力の向上
• 介護ニーズの複雑化・多様化・高度化に対応する➡各領域で学んだ知識と
技術を領域「介護」で統合し、アセスメント能力を高め実践力の向上を図る。

カリキュラムの中に展開されている五つの観点
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13 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

④認知症ケアの実践力の向上
• 医学的・心理的側面から、認知症の原因となる疾患及び段階に応じた心身
の変化や心理症状を理解し、生活支援を行うための根拠となる知識を理
解する内容

• 認知症の人の生活及び家族や社会との関わりへの影響を理解し、その人
の特性を踏まえたアセスメントを行い、本人主体の理念に基づいた認知症
ケアの基礎的な知識を理解する内容

⑤介護と医療の連携を踏まえた実践力の向上
• 施設・在宅に関わらず、地域の中で本人が望む生活を送るための支援を実
践するために、介護と医療の連携を踏まえ、人体の構造・機能の基礎的な
知識や、ライフサイクル各期の特徴等に関する教育内容の充実を図る。

カリキュラムの中に展開されている五つの観点

15 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

３領域と医療的ケア

•２で述べた五つの観点は、これまでの介護福

祉士の養成カリキュラムの領域、「人間と社

会」「介護」「こころとからだのしくみ」の３領

域と「医療的ケア」の中で展開されている。

17 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程 カリキュラム 領域と時間数
総時間数 18５0時間

領域：人間と社会 合計２４０時間
人間の尊厳と自立 ３０時間以上
人間関係とコミュニケーション ６０時間以上
社会の理解 60時間以上
人間と社会に関する選択科目 ーーー

領域：介護 合計1260時間
介護の基本 １８０時間
コミュニケーション技術 ６０時間
生活支援技術 33０時間
介護過程 １５０時間
介護総合演習 １２０時間
介護実習 ４５０時間

領域：こころとからだのしくみ 合計3００時間
こころとからだのしくみ １２０時間
発達と老化の理解 60時間
認知症の理解 60時間
障害の理解 60時間

領域：医療的ケア 合計50時間以上
医療的ケア 50時間以上＋演習

14 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

本科目の流れ

（１）
介護福祉士教育の目標と「求められる介護福祉
士像」

（２）

カリキュラムの中に展開されている観点：
チームマネジメント能力を養うための教育内容、
対象者の生活を地域で支えるための実践力の向
上等

（３）
介護福祉士の養成カリキュラムの領域：
３領域「人間と社会」「介護」「こころとからだのしく
み」と医療的ケア

16 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

養成施設ルート
３領域と医療的ケア

介護福祉士の養成カリキュラム

総時間数 1850時間

① 領域 「人間と社会」 240時間

② 領域 「介護」 1260時間

③ 領域 「こころとからだのしくみ」

300時間

④ 「医療的ケア」 50時間

18 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

科目の領域の関係

介護

こころとからだ
のしくみ

医療的ケア

人間と社会

倫理観・コミュニケーション・判断力・人間性
チームマネジメント・地域社会・社会保障の制度・施策

専門職・介護過程の展開術
介護の安全で基礎的な知識・技術
観察力・判断力・思考力安全・適切な医療的ケア

必要な知識・技術

身体的・心理的・社会的側面を統合的に捉えるための知識
心身の機能及び関連する障害や疾病の基礎的な知識
心理・社会的な支援について基礎的な知識

統合

連動 連動

連動
連動

統合
統合

統合
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19 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

到達目標を達成するための

介護福祉士養成課程カリキュラム領域ごとの目的

領域：「人間と社会」の目的

「人間の尊厳と自立」「人間関係とコミュニケーション」「社会の理解」

1．福祉の理念を理解し、尊厳の保持や権利擁護の視点及び専門職としての基盤
となる倫理観を養う。

2．人間関係の形成やチームで働く力を養うための、コミュニケーションやチームマ
ネジメントの基礎的な知識を身につける。

3．対象者の生活を地域の中で支えていく観点から、地域社会における生活と
その支援についての基礎的な知識を身につける。

4．介護実践に必要な知識という観点から、社会保障の制度・施策についての基礎
的な知識を身につける。

5．介護実践を支える教養を高め、総合的な判断力及び豊かな人間性を養う。

21 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程カリキュラム 科目と時間数（例）

人間の尊厳と自立 30時間以上
社会福祉入門 ３０時間
生命倫理 ３０時間

人間関係とコミュニケーション
６０時間以上

人間関係論 30時間
組織と人材管理 30時間
チームマネジメント ３０時間

社会の理解 60時間以上
高齢者福祉論 30時間
障害者福祉論 30時間

人間と社会に関する選択科目
地域福祉論 ３０時間

領域：人間と社会 合計240時間

人間の尊厳と自立 30時間以上

人間関係とコミュニケーション
６０時間以上

社会の理解 60時間以上

人間と社会に関する選択科目

23 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程カリキュラム 科目のねらい
領域：介護

介護の基本

介護福祉の基本となる理念や、地域を基盤とした生活の継続性を支援するためのしく

みを理解し、介護福祉の専門職としての能力と態度を養う学習とする。

コミュニケーション技術

対象者との支援関係の構築やチームケアを実践するためのコミュニケーションの意義

や技法を学び、介護実践に必要なコミュニケーション能力を養う学習とする。

生活支援技術

尊厳の保持や自立支援、生活の豊かさの観点から、本人主体の生活が継続できるよう、

根拠に基づいた介護実践を行うための知識・技術を習得する学習とする。

介護過程

本人の望む生活の実現に向けて、生活課題の分析を行い、根拠に基づく介護実践を伴

う課題解決の思考過程を習得する学習とする。

20 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程カリキュラム 科目のねらい
領域：人間と社会

人間の尊厳と自立

人間の理解を基礎として、尊厳の保持と自立について理解し、介護福祉の倫理的課題へ

の対応能力の基礎を養う学習とする。

人間関係とコミュニケーション

(1)対人援助に必要な人間の関係性を理解し、関係形成に必要なコミュニケーションの

基礎的な知識を習得する学習とする。

(2)介護の質を高めるために必要な、チームマネジメントの基礎的な知識を理解し、チー

ムで働くための能力を養う学習とする。

社会の理解

(1)個や集団、社会の単位で人間を理解する視点を養い、生活と社会の関係性を体系的

に捉える学習とする。

(2)対象者の生活の場としての地域という観点から、地域共生社会や地域包括ケアの基

礎的な知識を習得する学習とする。

(3)日本の社会保障の基本的な考え方、しくみについて理解する学習とする。

(4)高齢者福祉、障害者福祉及び権利擁護等の制度・施策について、 介護実践に必要な

観点から、基礎的な知識を習得する学習とする。

22 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

到達目標を達成するための
介護福祉士養成課程カリキュラム領域ごとの目的

領域：「介護」の目的
「介護の基本」「コミュニケーション技術」「生活支援技術」
「介護過程」「介護総合演習」「介護実習」

1. 介護福祉士に求められる役割と機能を理解し、専門職としての態度を養う。

2. 介護を実践する対象、場によらず、様々な場面に必要とされる介護の基礎的
な知識・技術を習得する。

3. 本人、家族等との関係性の構築やチームケアを実践するための、コミュニケー
ションの基礎的な知識・技術を習得する。

4. 対象となる人の能力を引き出し、本人主体の生活を地域で継続するための
介護過程を展開できる能力を養う。

5. 介護実践における安全を管理するための基礎的な知識・技術を習得する。

6. 各領域で学んだ知識と技術を統合し、介護実践に必要な観察力・判断力及び
思考力を養う。

24 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程カリキュラム 科目のねらい
領域：介護

介護総合演習

介護実践に必要な知識と技術の統合を行うとともに、介護観を形成し、専門職として

の態度を養う学習とする。

介護実習

(1)地域における様々な場において、対象者の生活を理解し、本人や家族とのコミュニ

ケーションや生活支援を行う基礎的な能力を習得する学習とする。

(2)本人の望む生活の実現に向けて、多職種との協働の中で、介護過程を実践する能

力を養う学習とする。
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25 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程カリキュラム 科目と時間数（例）

介護の基本 180時間
介護の基本Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 30時間×6

コミュニケーション技術 60時間
コミュニケーション論 ３０時間

コミュニケーション技術 ３０時間

生活支援技術 ３００時間
生活支援技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ 60時間×5

介護過程 150時間
介護過程Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ 30時間×5

介護総合演習 120時間
介護総合演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 30時間×4

介護実習 450時間
介護福祉実習Ⅰ 100時間
介護福祉実習Ⅱ 100時間
介護福祉実習Ⅲ 250時間

領域：介護 合計1260時間

介護の基本 180時間

コミュニケーション技術
60時間

生活支援技術 300時間

介護過程 150時間

介護総合演習 120時間

介護実習 450時間

27 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程カリキュラム 科目のねらい
領域：こころとからだのしくみ

こころとからだのしくみ

介護を必要とする人の生活支援を行うため、介護実践の根拠となる人間の心理、人体

の構造や機能を理解する学習とする。

発達と老化の理解

人間の成長と発達の過程における、身体的・心理的・社会的変化及び老化が生活に及ぼ

す影響を理解し、ライフサイクルの特徴に応じた生活を支援するために必要な基礎的な

知識を習得する学習とする。

認知症の理解

認知症の人の心理や身体機能、社会的側面に関する基礎的な知識を習得するとともに、

認知症の人を中心に据え、本人や家族、地域の力を活かした認知症ケアについて理解す

るための基礎的な知識を習得する学習とする。

障害の理解

障害のある人の心理や身体機能、社会的側面に関する

基礎的な知識を習得するとともに、障害のある人の

地域での生活を理解し、本人のみならず家族や地域

を含めた周囲の環境への支援を理解するための

基礎的な知識を習得する学習とする。

介護

こころとからだのしくみ

根拠 支える

29 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

到達目標を達成するための
介護福祉士養成課程カリキュラム領域ごとの目的

「医療的ケア」の目的

医療的ケア＋演習

医療的ケアが必要な人の安全で安楽な生活を支えるという観点から、
医療職との連携のもとで医療的ケアを安全・適切に実施できるよう、

必要な知識・技術を習得する。

26 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

到達目標を達成するための
介護福祉士養成課程カリキュラム領域ごとの目的

領域：「こころとからだのしくみ」の目的
「こころとからだのしくみ」「発達と老化の理解」
「認知症の理解」「障害の理解」

1. 介護実践に必要な根拠となる、心身の構造や機能及び発達段階とその課題
について理解し、 対象者の生活を支援するという観点から、身体的・心理的・
社会的側面を統合的に捉えるための知識を身につける。

2. 認知症や障害のある人の生活を支えるという観点から、医療職と連携し支援
を行うための、心身の機能及び関連する障害や疾病の基礎的な知識を身に
つける。

3. 認知症や障害のある人の心身の機能が生活に 及ぼす影響について理解し、
本人と家族が地域で自立した生活を継続するために必要とされる心理・社会
的な支援について基礎的な知識をつける。

28 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程カリキュラム 科目名と時間数（例）

こころとからだのしくみ 120時間
こころとからだのしくみⅠ30時間
こころとからだのしくみⅡ30時間
こころとからだのしくみⅢ30時間
こころとからだのしくみⅣ30時間

発達と老化の理解 60時間
発達と老化の理解Ⅰ 30時間
発達の老化と理解Ⅱ 30時間

認知症の理解 ６０時間
認知症の理解Ⅰ 30時間
認知症の理解Ⅱ 30時間

障害の理解 60時間
障害の理解Ⅰ 30時間
障害の理解Ⅱ 30時間

領域：こころとからだのしくみ
合計300時間

こころとからだのしくみ
120時間

発達と老化の理解 60時間

認知症の理解 60時間

障害の理解 60時間

30 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

「医療的ケア」と演習の内容

○ 基本研修（講義形式・実時間で50時間以上）

○ 演習 ※基本研修を修了した学生に限る。
・ 喀痰吸引：口腔（５回以上）、鼻腔（５回以上）
気管カニューレ内部（５回以上）

・ 経管栄養：胃ろう又は腸ろう（５回以上）、経鼻経管栄養（５回以上）
※併せて、救急蘇生法演習についても１回以上実施すること。

○ 実地研修（可能な限り、実地研修又は見学を実施）※基本研修・演習修了者に
限る。

教員要件：５年以上の実務経験を有する医師・保健師・助産師・看護師であって医
療的ケア研修会を終了したもの
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31 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程カリキュラム 科目名と時間数（例）

領域：医療的ケア
合計50時間以上
（実時間）

医療的ケア 50時間以上＋演習

医療的ケアⅠ 30時間（15回）
医療的ケアⅡ 30時間（15回）

1.5×30回＝45時間
プラス1.5×４＝6時間

医療的ケア演習 各項目５回

33 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

科目の領域におけるねらい・科目・連動・統合のイメージ

介護

こころとからだ
のしくみ

医療的ケア

人間と社会

倫理観・コミュニケーション・判断力・人間性
チームマネジメント・地域社会・社会保障の制度・施策

人間の尊厳と自立 30時間
人間関係とコミュニケーション 60時間以上

社会の理解 60時間以上

専門職・介護過程の展開術
介護の安全で基礎的な知識・技術
観察力・判断力・思考力

介護の基本 180時間
生活支援技術 300時間

介護過程 150時間
介護総合演習 120時間

介護実習 450時間

安全・適切な医療的ケア
必要な知識・技術

身体的・心理的・社会的側面を統合的に捉えるための知識 こころとからだのしくみ 120時間
心身の機能及び関連する障害や疾病の基礎的な知識 発達と老化の理解 60時間
心理・社会的な支援について基礎的な知識 障害の理解 60時間 知症の理解 120時間

統合

連動 連動

連動 連動

統合 統合
医療的ケア 50時間以上

35 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

32 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程 カリキュラム 領域と時間数
総時間数 18５0時間

領域：人間と社会 合計240時間
人間の尊厳と自立 30時間以上
人間関係とコミュニケーション 60時間以上
社会の理解 60時間以上 関連科目ーーー

領域：介護 合計1260時間
介護の基本 180時間
コミュニケーション技術 60時間
生活支援技術 300時間
介護過程 150時間
介護総合演習 120時間
介護実習 450時間

領域：こころとからだのしくみ 合計３００時間
こころとからだのしくみ 120時間
発達と老化の理解 60時間
認知症の理解 60時間
障害の理解 60時間

領域：医療的ケア 合計50時間
医療的ケア 50時間以上＋演習

34 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

求められる介護福祉士像は介護福祉教育の指針

求められる介護福祉士像

1．尊厳と自立を支えるケアを実践する

2．専門職として自律的に介護過程の展開ができる

3．身体的な支援だけでなく、心理的・社会的支援も展開できる

4．介護ニーズの複雑化・多様化・高度化に対応し、本人や家族等のエンパワメントを重視
した支援ができる

5．ＱＯＬ（生活の質）の維持・向上の視点を持って、介護予防からリハビリテーション、看取
りまで、対象者の状態の変化に対応できる

6．地域の中で、施設・在宅にかかわらず、本人が望む生活を支えることができる

7．関連領域の基本的なことを理解し、多職種協働によるチームケアを実践する

8．本人や家族、チームに対するコミュニケーションや、的確な記録・記述ができる

9．制度を理解しつつ、地域や社会のニーズに対応できる

10．介護職の中で中核的な役割を担う

＋
高い倫理性の保持

養成校ごとの独自性

36 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

参考文献

1）介護福祉士養成課程新カリキュラム教育方法の手引き：日本介
護福祉士養成施設協会 平成31年3月

2）介護福祉士養成課程における教育内容の見直しについて：厚
生労働省 第13回社会保障審議会福祉部会 福祉人材確保専門
委員会 資料 平成30年２月15日
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1 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

令和２年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金（社会福祉推進事業分）
「介護福祉士養成施設の教員の教育力向上に関する調査研究事業」

介護福祉士養成課程の教員の教育力向上に向けたモデル研修

分野Ⅰ 新カリキュラムに関すること

公開期間︓令和３年３⽉３⽇〜１２⽇

川井太加子 ／ 桃山学院大学
本間 美幸 ／ 北翔大学

主な対象︓専任

科目２ 介護福祉士養成課程における
修得度評価基準

3 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

 介護福祉士養成課程における修得度評価基準

作成の背景・目的について

 修得度評価基準の枠組みとなる7つの

コンピテンシーと24の具体的能力について

 修得度評価基準の見方と活用方法について

 「介護過程」を例に挙げて

40分

本科目の流れ

5 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

① 平成 24（2012）年 3 月
介護福祉士養成課程卒
業時に修得しておくべ
き介護技術等の指標の
作成

② 平成31（2019）年3月介
護福祉士養成課程にお
ける修得度評価基準の
作成

修得度評価基準作成の背景

2 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程における修得
度評価基準の目的、期待される効
果について理解する。

修得度評価基準の活用方法につ
いて理解する。

本科目の目的

4 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

（１）

介護福祉士養成課程における
修得度評価基準作成の

背景・目的

6 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

見直しを行った教育内容が
その「目的」や「ねらい」にそって
体系的、効果的に教授されるために、
修得すべき知識や技術の評価指標を
作成する。

修得度評価基準作成の目的
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7 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

『介護福祉士養成課程新カリキュラム教育方法の手引き』より

9 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

修業年限等に関係なく、1,850 時間をベースと
した介護福祉士養成課程に共通するものとする。
新たな「求められる介護福祉士像」及び平成
29 （2017）年度に見直された新カリキュラム
と結びついた内容とする。
介護福祉士養成課程を卒業するまでに修得す
べき基準とする。
段階別等の細かい評価基準を作成するのでは
なく、一定の方向性をあらわす基準を示し、そ
の活用の方法は各養成校の方針・判断にゆだね
る。

修得度評価基準作成の視点

11 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

（2）コアコンピテンシーと具体的能力
① コアコンピテンシーの能力をより具体化し、下
位項目として24の具体的能力を示した。

② 24の具体的能力は、コアコンピテンシーがどの
ような能力から構成されているかについて示す
ものであり、新カリキュラムの「教育に含むべ
き事項」「留意点」「想定される教育内容の
例」を基に作成している。

参考とした資料
• 「看護学士課程教育におけるコアコンピテンシーと卒業時到達目標」（平
成30年6月、一般社団法人日本看護系大学協議会）

• 「相談援助実習・実習指導ガイドラインおよび評価表」（平成25年11月、
一般社団法人日本社会福祉士養成校協会実習教育委員会）

• 「福祉系大学における人材養成機能向上に関する調査研究報告書」（平成
24年3月、社団法人日本社会福祉教育学校連盟）

8 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

（２）

修得度評価基準の枠組みとなる
７つのコアコンピテンシーと
24の具体的能力について

10 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

（1）コアコンピテンシーの作成
① 他資格における先行研究を参考に、「介護福祉
士養成課程における修得度評価基準としてのコ
アコンピテンシー」の枠組み【たたき台】を作
成。

② これと「求められる介護福祉士像」にある項目
との関係を整理し、介護 に特有な、あるいは重
要な7つのコアコンピテンシーについて整理した。

＊コアコンピテンシーとは：中核となる能力・実践能力

修得度評価基準作成

12 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

コアコンピテンシー 具体的能力

１ 介護を実践するための基本能力

（１）尊厳を保持し、自立を支援する能力

（２）対象となる人の権利を擁護する能力

（３）意思表示や意思決定を支援する能力

（４）支援に必要な人間関係を形成する能力

２ 対象となる人を生活者として理解する能力

（５）生活者を身体的・心理的・社会的・実存的側面

から理解する能力

（６）生活者をとりまく環境を理解する能力

（７）ライフサイクルの観点から生活者を理解する能力

３ 心身の状況に応じた介護を実践する能力

（８）対象となる人や家族をエンパワメントする能力

（９）対象となる人の日常生活や社会生活を支援する能力

（10）障害や認知症、慢性疾患などのある人を支援する能力

（11）介護予防やリハビリテーション、終末期などの状況

に応じて支援する能力

４ 多様な環境や状況に対応した介護を実践す

る能力

（12）生活の場や家族形態・状況に応じて支援する能力

（13）安心・安全な生活環境を整える能力

（14）制度やサービスなどの社会資源を活用し、支援する能力

（15）災害などの非常事態に対応し、支援する能力

５ 介護過程を展開する実践能力

（16）対象となる人をアセスメントする能力

（17）アセスメントに基づき介護計画を作成する能力

（18）根拠に基づき生活支援技術を適切に実践する能力

（19）実践を評価し、改善する能力

６ チームで働くための実践能力
（20）チームの一員としての役割を自覚し、協働する能力

（21）他の職種・機関などと連携する能力

７ 専門職として成長し続ける能力

（22）実践の中で研鑽を深め、研究する能力

（23）介護にかかわる情報を発信する能力

（24）自身の健康を管理する能力

７つのコアコンピテンシーと24の具体的能力
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13 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

➀7つのコアコンピテンシーとその
下位項目である24の具体的能力を柱
に、それらに結びついている新カリ
キュラムの「留意点」や「想定され
る教育内容の例」から「介護福祉士
養成課程における修得度評価基準」
120を作成した。

修得度評価基準項目

15 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

17 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

■１介護を実践するための基本能力
さまざまな生活背景や多様な価値観をもつ対象に対して、

介護福祉の専門職として人権尊重や権利擁護を基盤に人間関
係を形成する能力である。
■２対象となる人を生活者として理解する能力
介護の対象となる人を生活者としてとらえ、身体的・心理

的・社会的・実存的側面から全人的に理解し、生活環境やラ
イフサイクルの観点からも理解することができる能力である。
■３心身の状況に応じた介護を実践する能力
対象となる人をエンパワメントするかかわりや、対象とな

る人の心身の状況に応じて日常生活や社会生活を支援するこ
と、障害や認知症あるいは介護予防や終末期などの特定の状
態・状況にある人に対して支援する能力である。

修得度評価基準としての7つのコアコンピテンシー

14 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程における修得度評価基準

16 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程における
修得度評価基準としてのコアコンピテンシーとその構造

16

１
介
護
を
実
践
す
る
た
め
の

基
本
能
力

２ 対象となる人を生活者として
理解する能力

５ 介護過程を展開
する実践能力

６ チームで働く
ための実践能力

７ 専門職
として成長
し続ける

能力

４
多
様
な
環
境
や
状
況
に
対
応

し
た
介
護
を
実
践
す
る
能
力

３
心
身
の
状
況
に
応
じ
た

介
護
を
実
践
す
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力

コアコンピテンシー（core competency）とは、中核となる能力・実践能力

18 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

■４多様な環境や状況に対応した介護を実践する能力
介護の対象となる人の生活の場や状況に応じて支援することや、

安心・安全な生活環境を整えること、制度や社会資源を活用して支
援すること、災害などの非常事態に対応して支援する能力である。
■５介護過程を展開する実践能力
知識・技術を用いてアセスメントし、アセスメントに基づき介護

計画を作成する能力である。さらに、介護計画に対して根拠に基づ
き生活支援技術を適切に実践すること、実践を評価し、評価をもと
に改善につなげる能力である。
■６チームで働くための実践能力
同職種及び他職種からなる包括的なチームで働くため、チームの

一員としての役割を自覚し協働する能力、他職種機関などと連携す
る能力である。
■７専門職として成⻑し続ける能力
介護福祉士としての専門的能力を発展させながら成⻑し続けてい

くことを意味する。そのために、実践の中で研鑽し研究することや、
介護にかかわる情報を適切な方法で発信すること、自身の健康を管
理することができる能力である。
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19 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

修得度評価基準の作成により、
①当該科目で評価すべき項目や内容、評価
方法の明確化が図られ、科目間で評価内
容や評価項目の重複がなくなること

②仮に重複したとしても、当該科目に相応
しい評価方法が選択できること

③科目間での評価の構造化を図ることによ
り、より体系的な評価が可能となること
が考えられる。

評価基準作成により得られる効果

21 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

23 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

「介護過程を展開する実践能⼒」
の具体的な４つの能⼒

(１) 対象となる人をアセスメントする能力

(２) アセスメントに基づき介護計画を作成する能力

(３) 根拠に基づき生活支援技術を適切に実践する能力

(４) 実践を評価し、改善する能力

介
護
過
程
を
展
開
す
る

実
践
能
力

20 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

（３）

修得度評価基準の
活用方法について

〜「介護過程」を例に挙げて〜

22 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

24 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

(１) 対象となる人をアセスメントする能力

(２) アセスメントに基づき介護計画を作成する能力

(３) 根拠に基づき生活支援技術を適切に実践する能力

(４) 実践を評価し、改善する能力

介
護
過
程
を
展
開
す
る

実
践
能
力

「介護過程を展開する実践能⼒」
の具体的な４つの能⼒
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25 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

(１) 対象となる人をアセスメントする能力

91．介護実践におけるアセスメントの意義と着眼点
を説明できる

92．事例と実習を通して、情報の分析・解釈・統合
ができる

93．状況に応じた介護や生活支援という目的を踏ま
え、生活課題や介護の方向性を検討できる

94．利用者の活動に影響をおよぼしている人間の心
理、人体の構造と機能について説明できる

27 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

『介護福祉士養成課程新カリキュラム教育方法の手引き』より

26 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

『介護福祉士養成課程新カリキュラム教育方法の手引き』より

28 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

『教育方法の手引き』と併せて活用する

① 自校のカリキュラムの組み立てに活用する

② 科目ごとの教授内容の見直しに活用する

修得度評価基準の活用方法まとめ
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1 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

令和２年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金（社会福祉推進事業分）
「介護福祉士養成施設の教員の教育力向上に関する調査研究事業」

介護福祉士養成課程の教員の教育力向上に向けたモデル研修

分野Ⅰ 新カリキュラムに関すること

公開期間︓令和３年３月３⽇〜１２⽇

津田 理恵⼦ ／ 神⼾⼥⼦⼤学

対象︓全教員

科目３ カリキュラムツリー作成
〜学びの流れと科目間連携〜

3 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

本科目の流れ

（１）

①科目間連携・統合
• 介護福祉士養成新カリキュラムにおける

学びの流れと科目間連携
• 科目間連携・統合と例

３０分

（２）

②カリキュラムツリーとその活用
• カリキュラムツリーと例
• カリキュラムツリー活用により期待される効果
• カリキュラムツリー活用の場

３０分

5 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

②介護福祉士養成課程 新カリキュラム
領域ごとの時間数 総時間数 1850時間

領域：人間と社会 合計２４０時間
人間の尊厳と自立30時間以上
人間関係とコミュニケーション60時間以上
社会の理解60時間以上
人間と社会に関する選択科目

領域：介護 合計1260時間
介護の基本180時間
コミュニケーション技術60時間
生活支援技術300時間
介護過程150時間
介護総合演習120時間
介護実習450時間

医療的ケア 合計50時間
医療的ケア50時間以上＋演習

領域：こころとからだのしくみ 合計3０0時間
こころとからだのしくみ120時間
発達と老化の理解60時間
認知症の理解６0時間
障害の理解60時間

支える

支える

2 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

本科目の目的

科目間連携、統合が理解できる

カリキュラムツリーと活用が理解できる

4 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

統合連携

連携
互いに連絡をとり
協力すること

２つ以上のものを
合わせて一つにすること

科目間連携・・・一つひとつの科目が互いにつながること

連携 ＋ 連携 ＋ 連携 ＋ 連携 ＝ 統合

科目の統合・・・一つひとつの複数科目が相互につながり、
まとまりをもった全体を形成すること

連携

連携

Ⅰ 科目間連携・統合

1）介護福祉士養成カリキュラムにおける学びの流れと科目間連携

①連携と統合の意味

6 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

2）科目間連携・統合
学年ごとの科目間連携・統合のイメージ

医療的ケア



20
科目 3．カリキュラムツリー作成

7 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

生活支援技術Ⅰ
（食事介護の演習）

こころとからだのしくみⅠ
(食べるしくみの講義)

同日授業

根拠 介護を支える

同日授業にすることで
祝日などで講義と演習がずれない
根拠を学んですぐに演習ができる

科目間連携・統合の例
１回生前期 授業を通しての例①

（食事介護）

実技の根拠を学ぶ
なぜを知る
～理由で

根拠を理解したうえで
食事介護の実践

誤嚥を防ぐために
前かがみの姿勢に気を付けて・・・

領域：介護

領域：こころとからだのしくみ

9 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

科目間連携・統合（根拠の紐づけ）
例③（感染症・疥癬の発見）あれっ！赤くなってブ

ツブツしてる。痒くな
いですか？

痒いんです。特に夜
痒くて眠れないの

「こころとからだのしくみ」で
習った、発赤疹（丘疹・結節）
で疥癬かもしれない。特に夜

間かゆみが強いし。

介護の基本で習ったように
すぐに介護職員、医療職に連

携しないと

疥癬ですね。すぐに
報告してくれたから
他の人には感染して
いないですよ。お薬
を出しておきますね。

「こころとからだのしくみ」で習った、
ヒゼンダニによる感染だ。
接触感染するから・・・

「生活支援技術」で習った感染予防
と日々のケアを徹底していこう

❶ ❷

❺❹

❸

11 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

笑顔がみられたことから人と関わることは嫌いではない
可能性があると考えた。集中して生活の中の楽しみになる
活動やAさんらしく過ごせるようにAさんの個人因子や環
境因子の情報を収集し、日中の過ごし方を、他利用者との
交流も含めて模索していこうと考えた。

死にたいと口にしていたことから、むやみに話を変えたり
励ましたりしないで、傾聴し受容していこうと考えた。声を
かけるときは右側から声をかけて、目線を合わせるように
していこうと考えた。

「もう死んでしまい
たい」と泣いていた。

情報

話しかけると笑顔
がみられ、コミュニ
ケーションも図れた。

コミュニケーション技術、介護の基本、発達と老化の理
解、人間関係とコミュニケーションで学んだ知識から

根拠を紐づけていく

根拠の紐づけ

苦痛なく安全に日々の生活が送れるように考えよう！
生活の中に楽しみももてるといいな・・・

紐づけから導いた方向性統合

☛

☛

例④‐2

8 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護総合演習Ⅰ
（介護実践に必要な知識と技術の統合）

コミュニケーション技術
（認知症の障害に対応したコミュニケーション能力）

介護の基本Ⅰ
（専門職としての能力と態度）

介護過程Ⅰ
（本人の視点で望む生活）

認知症の理解Ⅰ

１回生前期 授業を通しての例②
科目間連携・統合 例（認知症のある人との関わり方）

（認知症ケアの基礎的な知識を習得）

介護総合演習Ⅰで知識・技術を統合することで根拠の紐づけができ、
実習に向けて認知症のある人との関わり方が習得できる。

領域：こころとからだのしくみ

領域：介護
根拠 介護を支える

人間の尊厳と自立
（倫理的課題への対応能力）

人間の理解Ⅰ
（コミュニケーションの基本
チームで働くための能力）

領域：人間と社会

財布がなくなって
お困りですね。根拠 介護を支える

10 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

科目間連携（根拠の紐づけ）・統合 例④‐1
介護福祉実習 特別養護老人ホームでAさん（88歳・女性） と初めて出会った数分の場面から

施設のフロアに入ると、車いすに座って左に傾いた姿勢で窓の外を眺めているAさんに出会っ
た。泣きながら「もう死んでしまいたい」と言っていたが、自己紹介と挨拶をして握手を求めると、
右手を出して握手をしてくれ笑顔で自己紹介をしてくれた。左眼球が右を向き、左上下肢は麻
痺している様子で右手で動かない左腕を常にさすって「冷たい」、「しびれて痛い」と話していた。

授業で学んだ知識の統合
情報の根拠を紐づけ＝アセスメント

異常痛覚でしびれ感や冷感があると考えた。

こころとからだのしくみ、発達と老化の理解、
障害の理解、生活支援技術で学んだ知識から

根拠を紐づけていく

障害の特徴から右脳の脳血管疾患による障害で
左半身麻痺や眼球固定していると考えた。

言語機能の障害はなく右利きの人で、感情失禁、左半側空間無
視などの障害があると考えた。

右利きで右手で行うADLは見守りや声掛けで行える可能性がある。
半側空間無視による事故などが起きないように注意が必要である。

麻痺側の異常痛覚による苦痛が強いこと

出会った状況

☛
☛

☛

握手を求めたときに右手を出し
て挨拶してくれたが、左上肢は動
かなかった。姿勢が左に傾き、左
眼球が右側を向いていた。

情報

右手で動かない左腕
を常にさすって「冷
たい」、「しびれて痛
い」と言っていた。

泣いていたけども
すぐに笑顔になっ
た。
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科目間連携と統合 大切な思考過程
（根拠の紐づけ）

介護実践において得た情報 ＝ 根拠を紐づける過程 ＝ アセスメント
↓

紐づけた根拠を統合 ☛ 生活ニーズ抽出 ☛ 介護計画立案・実践・評価

↓
実践において得られた情報 ＝ 根拠を紐づけし再アセスメント・介護計画修正・再実践

繰り返し積み重ねていく

介護過程の展開

思考過程を習得

介護の醍醐味
専門職だからこそ味わえる楽しみ・喜び・働きがい・・・

専門職としての生活支援へ

介護福祉士教育の目標【求められる介護福祉士像】 達成へと
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統合
介護過程Ⅴ(事例研究)

介護福祉実習Ⅲ
介護総合演習Ⅳ

２年間の科目間連携・統合（介護福祉士教育の目標）

介護の基本Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ
コミュニケーション技術
生活支援技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ
介護過程Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
介護総合演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
介護実習Ⅰ・Ⅱ

こころとからだのしくみⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
発達と老化の理解Ⅰ・Ⅱ
認知症の理解Ⅰ・Ⅱ
障害の理解Ⅰ・Ⅱ

介護福祉士教育の目標

【求められる介護福祉士像】
尊厳と自立を支える
介護過程の展開

身体的・心理的・社会的支援
エンパワメント重視
状態変化に対応
本人が望む生活

チームケア
コミュニケーション、記録・記述
制度を理解しニーズに対応
介護職の中で中核的な役割

高い倫理性

集大成

人間の尊厳と自立
人間の理解Ⅰ・Ⅱ
社会の理解Ⅰ・Ⅱ
人間と社会に関する
選択科目

医療的ケアⅠ・Ⅱ

介護実践
根拠の紐づけ

領域：介護

領域：人間と社会

医療的ケア

領域：こころとからだのしくみ

15 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

教育目標を達成するために
必要な授業科目の流れ、各授業科目のつながりを示し
カリキュラムの年次進行、カリキュラムの体系性を一望し
学習内容の順次性、授業科目間の関連性を同時に図示化・ビジュアル化する

（フローチャート）

（フローチャート見本）

なぜカリキュラムツリーをつくるのか？
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人間と社会 介護 こころとからだのしくみ 医療的ケア

2回生後期

人間と社会に関
する選択科目

生活支援技術Ⅴ
介護の基本Ⅳ
介護の基本Ⅴ
介護過程Ⅴ
介護過程Ⅵ(事例研究)
介護総合演習Ⅳ
介護福祉実習Ⅲ

こころとからだのしくみⅣ

集大成

2回生前期
人間の理解Ⅱ 生活支援技術Ⅲ

生活支援技術Ⅳ
介護過程Ⅳ
介護総合演習Ⅲ
介護福祉実習Ⅱ
介護の基本Ⅲ

こころとからだのしくみⅢ
障害の理解Ⅱ
発達と老化の理解Ⅱ

医療的ケアⅠ
医療的ケアⅡ

１回生後期
社会の理解Ⅱ 生活支援技術Ⅱ

介護過程Ⅱ
介護過程Ⅲ
介護総合演習Ⅱ
介護福祉実習Ⅰ
介護の基本Ⅱ

こころとからだのしくみⅡ
障害の理解Ⅰ
発達と老化の理解Ⅰ
認知症の理解Ⅱ

1回生前期
社会の理解Ⅰ
人間の尊厳
と自立
人間の理解Ⅰ

介護の基本Ⅰ
コミュニケーション技術
生活支援技術Ⅰ
介護総合演習Ⅰ
介護過程Ⅰ

認知症の理解Ⅰ
こころとからだのしくみⅠ

※同日授業実施 青：連携を意識した科目

例２
☛
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Ⅱカリキュラムツリーとその活用
1）カリキュラムツリーとは

カリキュラムマップ
授業科目と教育目標の関係を示した表
履修系統図であるカリキュラムツリーを発展させたもの
①学位授与の方針（ディプロマポリシー）
②教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
③各授業科目（群）
①～③の対応を明示し、
卒業までに身につけるべき能力を養うために
それぞれの授業科目（群）が果たす役割を示したもの

カリキュラムツリー
教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ
各授業科目のつながりを示したもの
関連する科目を線で結んだり学修の順序を示し
授業科目間の系統性を図示したもの

カリキュラムマップとカリキュラムツリーの違い

16 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期

統
合

介護過程Ⅵ(事例研究)

実
習
関
連

実
習
関
連

介護の基本Ⅰ
介護過程Ⅰ

介護の基本Ⅱ
介護過程Ⅱ
介護過程Ⅲ

介護の基本Ⅲ
介護過程Ⅳ

介護の基本Ⅳ
介護の基本Ⅴ
介護過程Ⅴ

演
習
科
目

生活支援技術Ⅰ
コミュニケーション技術

生活支援技術Ⅱ 生活支援技術Ⅲ
生活支援技術Ⅳ（家政）

生活支援技術Ⅴ

講
義
科
目

こころとからだのしくみⅠ

認知症の理解Ⅰ
人間の尊厳と自立
人間の理解Ⅰ
社会の理解Ⅰ

こころとからだのしくみⅡ

認知症の理解Ⅱ
障害の理解Ⅰ
発達と老化の理解Ⅰ
社会の理解Ⅱ

こころとからだのしくみⅢ

医療的ケアⅠ
障害の理解Ⅱ
発達と老化の理解Ⅱ
人間の理解Ⅱ

こころとからだのしくみⅣ

医療的ケアⅡ
人間と社会に関する選
択科目

介護総合演習Ⅰ 介護福祉実習Ⅰ 介護総合演習Ⅲ 介護総合演習Ⅳ

介護総合演習Ⅱ 介護福祉実習Ⅱ 介護福祉実習Ⅲ

領域：介護（赤） 領域：こころとからだのしくみ（青） 領域：人間と社会（緑） 医療的ケア（紫）

※同日授業実施

介護福祉士養成課程新カリキュラム 専門科目のカリキュラムツリーの例例１
☛
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人間と社会 介護 こころとからだのしくみ 医療的ケア

2
年
後
期

人間と社会に関する選択
科目

生活支援技術Ⅴ
介護の基本Ⅳ
介護の基本Ⅴ
介護過程Ⅴ
介護過程Ⅵ(事例研究)
介護総合演習Ⅳ
介護福祉実習Ⅲ

こころとからだのしくみⅣ 医療的ケアⅡ

2
年
前
期

人間の理解Ⅱ 生活支援技術Ⅲ
生活支援技術Ⅳ
介護過程Ⅳ
介護総合演習Ⅲ
介護福祉実習Ⅱ
介護の基本Ⅲ

こころとからだのしくみⅢ
障害の理解Ⅱ
発達と老化の理解Ⅱ

医療的ケアⅠ

1
年
後
期

社会の理解Ⅱ 生活支援技術Ⅱ
介護過程Ⅱ
介護過程Ⅲ
介護総合演習Ⅱ
介護福祉実習Ⅰ
介護の基本Ⅱ

こころとからだのしくみⅡ
障害の理解Ⅰ
発達と老化の理解Ⅰ
認知症の理解Ⅱ

1
年
前
期

社会の理解Ⅰ
人間の尊厳と自立
人間の理解Ⅰ

介護の基本Ⅰ
コミュニケーション技術
生活支援技術Ⅰ
介護総合演習Ⅰ
介護過程Ⅰ

認知症の理解Ⅰ
こころとからだのしくみⅠ

介護福祉士教育の目標

赤い字（集大成）※同日授業実施

例３
☛
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2）カリキュラムツリーの活用により期待される効果
専門科目のカリキュラムツリーと、
介護福祉士教育の目標・コアコンピテンシー７項目

介護福祉士教育の目標

1．介護を実践するための基本能力

4．チームで働くための実践能力

2．対象となる人を生活者として理解する能力

7．専門職として成長し続ける能力

コアコンピテンシー

3．心身の状況に応じた介護を実践する能力

3．介護過程を展開する実践能力

4．多様な環境や状況に対応した介護を実践する能力

状態変化に対応

高い倫理性

介護職の中で中核的な役割

本人が望む生活

制度を理解しニーズに対応

介護過程の展開

尊厳と自立を支える

エンパワメント重視

チームケア

身体的・心理的・社会的支援

コミュニケーション、記録・記述
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カリキュラムツリーには、
介護福祉士養成課程で学ぶ科目が配置

それを目に見える形で
ビジュアル化することで、

その科目の位置づけ、
学ぶ意義と動機づけ、
その科目と他の科目間連携
が明確になる

カリキュラムツリーを見ると、
こころとからだのしくみを
１回生前期から学ぶのは、
生活支援技術の根拠を

学ぶために必要な科目間連携で
１回生に基本的な知識と技術を

習得することが、
今後の科目の統合に

つながっていることがわかった。
難しいけど頑張ろう！

１
活用により期待される効果学生にとってのメリット
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３

介護福祉実習の手引きに
「カリキュラムツリー」を明示して
実践現場の介護職員に説明することで

専門職者としての介護福祉士を
育成するための実習であることが
再認識されるだけでなく

目指すべき介護福祉士像の
周知にもつながる

目指すべき介護福祉士像、
コアコンピテンシー・・・なるほど。
この学校はこの考えに基づいて

科目を配置して介護福祉士養成に
取り組んでいるっていうことか。
意識して実習生を育てていこう！
学生に目標としてもらえるように、
目指すべき介護福祉士像に恥じない

介護をしていこう！

活用により期待される効果介護福祉実習におけるメリット
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カリキュラムツリー
活用により期待される効果

カリキュラムツリーは、
介護福祉教育の目標、コアコンピテンシーを視野に入れて、
介護福祉士養成施設ごとの独自性を取り入れたカリキュラムを
ビジュアル化して示すもの。

ビジュアル化＝視覚化・見える化・イラスト化して伝えやすくすること

ビジュアル化したカリキュラムツリーにより科目間連携や統合が一目瞭然になる。
キャップ制の中での科目の優先順位や、バランスが一目瞭然になる。

どういう学生を育成したいのか・・・・
例えば ICTに強い・・・情報などの科目を設定

国際力に強い・・・海外研修などの科目を設定
介護福祉士養成課程専門科目＋独自性としての一般科目
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２

カリキュラムツリーで科目間連携や
統合を意識しながら
２年間過ごすことで

介護福祉士教育の目標が
常に意識され

日々の授業への取り組みの
モチベーション向上につながる

国家試験を受験して合格後に
専門職者として活躍していく
学生にとっては
学習意欲の向上から
国家試験合格率上昇につながる

カリキュラムツリーを見ていると将来、
専門職者として利用者さんの望む生活が
支援できるような思考力を身に付けて
介護できるようになりたいと思えた。
そのためには、日々の学習が大事！

時間を大切に学びながら
国家試験に合格できるよう

積み重ねていこう！

活用により期待される効果学生にとってのメリット
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3）カリキュラムツリー活用の場

オリエンテーション
教員：新任教員・非常勤
学生：入学時・各科目
国家試験対策

各科目のまとめ
履修登録
各科目のシラバス（授業の到達目標）作成
介護福祉実習の手引き（学生・実習先施設の実習指導担当者）・・・など
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教員としてカリキュラムツリーを作成する過程を通して
科目間連携・統合、科目の位置づけを捉えなおすことができる

カリキュラムツリーの作成は、
楽しく、やりがいにつながる！！

客観的な授業の振り返りが自然にできて
自己研鑽につながる
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ご清聴ありがとうございました

介護

こころ

からだ

人間

社会
医療
的ケア
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